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 甲状腺未分化癌は最も予後の悪い癌の一つであり、診断後の平均生存期間は2〜6ヶ月程度
である。その原因の一つとして甲状腺未分化癌は、転移が非常に早いことが知られている。我
々は、xCELLigence Real Time Cell Analyzer (RTCA) を用いて、生体外で細胞の遊走能、浸
潤能を即時的に測定してきた。甲状腺未分化癌のTCO-1細胞は他の癌細胞に比べて非常に強い
遊走能、浸潤能を有していた。さらにインテグリンのリガンドになっているペリオスチンは他
の口腔癌細胞と比べTCO-1で150倍以上極めて高く発現していることを報告してきた。緑茶に含
まれるカテキン、特に(-)-epigallocatechin-3-gallate (EGCG) は抗酸化作用、血管新生抑制
作用などにより抗腫瘍効果を持つことが知られている。また、転移が成立するためには細胞の
接着能が重要である。しかしながら甲状腺未分化癌に対するEGCGの接着能および増殖能に対す
る効果はよく分かっていない。本研究では、3種類の頭頸部未分化癌細胞を用いて、EGCGの接
着能および増殖能とペリオスチンおよびインテグリンに対する抑制効果を明らかにする目的
で行った。 
未分化癌であるヒト舌癌 (SAS)、口腔底癌 (HO‑1‑u‑1) およびTCO‑1細胞株を用いた。細胞
形態を観察するためにEGCG添加6時間後にHematoxylin-Eosin (HE) 染色を行った。接着能と増
殖能はフィブロネクチンコートのプレートを用いて、SASおよびHO-1-u-1は最終濃度50 M、100 
M、200 Mで、TCO-1は最終濃度10 M、30 M、50 M、100 M、200 MでEGCGを培地に添加
し、RTCAにて24時間測定を行った。インテグリンのmRNA発現量は、EGCGを培地に添加した6時
間後にmRNAを採取しリアルタイムPCRを用いて定量した。 
本研究の結果よりHE染色ではEGCG 200 Mの高濃度においても、TCO-1細胞の明らかな細胞障
害は認めなかった。3種類の頭頸部未分化癌細胞での接着能はEGCGにより濃度依存的に抑制さ
れた。特にTCO‑1で50 µM以上の濃度のEGCGよりほぼ完全に接着能および増殖能を阻害する強い
抑制効果がみられた。さらにEGCGは、インテグリンαVのmRNA発現量を減少させた。しかしな
がら、EGCGはペリオスチンのmRNA発現に明らかな影響を与えなかった。 
本研究より、EGCG による頭頸部癌、特に TCO‑1 の接着能および増殖能に対する強い抑制効果
が明らかにされた。悪性度の高い TCO-1において EGCG による増殖能の抑制にはインテグリン aV
の mRNA発現をより強く抑制したためと考えられた。EGCGによる接着能および増殖能の抑制はペ
リオスチンよりインテグリン aV が関与していることが明らかにされた。これらにより甲状腺未
分化癌におけるインテグリンを EGCG によって抑制することにより腫瘍の接着能、増殖能が抑制
され、転移抑制効果の可能性を示した 
